
報告事項　

１．コミュニティバス「まいどはや」の運行

コミュニティバス利用者数（年度累計対比）

２．2時間無料駐車システムの運営

2時間駐車サービス利用台数  (単位：千台）

自：平成２５年４月　１日
至：平成２６年３月３１日

Ⅰ．交通アクセスの利便化

第１４期  　事 業 報 告 
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 本年度の利用者数合計は、210,845人となり、前年同期よりも7,575人減少となった。 
23年度から利用者が減少傾向にあるが、今年度は富山市が車両の更新をおこない3月17日から運
行を開始した。運行開始前日にはグランドプラザで新車両のお披露目会を開催もおこなった。
今後も車両更新を機に、さらなるPR活動等で利用者拡大に努める。 
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（総曲輪通り商店街口周辺） 

 本年度の２時間駐車サービスの利用台数は、879,783台(月平均73,315台／月）となり、前年
度841,808台(月平均70,150台／月）よりも4.3％増加した。要因としては、毎年5月、6月、9
月、10月、11月に街なか感謝デー（駐車場無料開放）を行っていたものを今年度は一時休止し
たことによるものと考えられる。 
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１．街なかサロン「樹の子」の運営

２．賑わい交流館「フォルツァ総曲輪」の運営

来館者数（年度累計対比）

シネマホール
ライブホール
２ホール合計

ライブホールには貸会議室利用を含む

Ⅱ．賑わい拠点の運営

来館者数 57,145 57,267 -122 99.8%
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 本年度、街なかサロン樹の子の利用者数57,145人で、前年度の57,267人と比べほぼ同じ推
移となった。H23年度以前と比較すると増加傾向にあるが、その要因としては、まちなかでの
イベントや興行等による来街者の増加、昨年から販売している飲食券の導入効果などが考え
られる。ただ年間を通して冬期の来場者が減少する傾向があり、今後さらなる利用者拡大に
大に向けて、喫茶コーナーの新メニューの提供や施設のＰＲに努める。 

 本年度の来館者数は、28,301人となり、オープン以来の来館者は、171,453人（シネマ
ホール100,573人、ライブホール70,880人）となった。 
 シネマホールについては、千石町商店街舞台の自主制作映画「がんこもん」無料上映によ
り、昨年比4％増となった。 
 ライブホールについては、イベント利用が減少したことから、昨年比7％減となった。今
後はスコーラフォルツァ（フォルツァ主催の講座）の充実や様々な利用者のニーズに対応し
ていくことで利用率向上につなげる。 
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３．「越中食彩にぎわい横丁」の運営

にぎわい横丁来客者数（年度累計対比）

※比較のため、4月～8月末の来客者数を集計

４．「富山市まちなか賑わい広場（グランドプラザ）」の運営

イベント等の実施状況（専用使用分4月～翌3月累計対比）

※自主事業を除く

5.「てるてる亭ほくほく通り」の運営

ほくほく通り来場者数（4月～翌3月累計対比）   （単位：人）
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 越中食彩にぎわい横丁は、本年8月31日をもって営業を終了した。本年度（4月～8月末）の 
来客者数は7,338人となり、オープンからの来客者数は309,262人となった。なお、営業終了
を控え2店舗が 途中で退店したことにより、前年同期対比76.9%と下回った。平成19年3月の
オープンから6年が経過し、その間様々なジャンルの飲食店が入店し、週末を中心に多くの来
客で賑わっていた。常連客に惜しまれながらの営業終了となった。 

にぎわい横丁前景 

 開業6年目となる本年度であったが、季節ごとの恒例イベントが定着していることや、新
規のイベントも増えつつあり、イベント実施件数、稼働日数共に、昨年度と比較して大きく
増加している。また、自主事業としては、本年度は新規にビアガーデン、ダンボール迷路
等、大人から子供まで楽しめるイベントを企画・実施し、街なかの賑わい創出に貢献した。 

 志の輔落語のミニシアター、グッズ販売、鉄道模型ショー、無料休憩所など、市民に開
放された賑わいの場所になっている。 
 毎月１回開催している「志の輔の高座」の時に、蚤の市とハンドメイドは開催している
こと、新幹線開通に向け、鉄道模型ショーを見に来る人が増えたことが来場者の増加につながった
と考えられる。また、堤町通り側で行われている「野菜アウトレット」は平日の開催である
が、定着してきている。 
 

総曲輪コレクション2013（9/23）  

てるてる亭 志の輔高座開催日 
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6.「地場もん屋総本店」の運営

１．富山まちなか研究室MAG.netの運営

Ⅲ．活性化ソフト施策

○街なかメイクアップサポーター  
 本年度の活動として、まちなかおえかきﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ2013や山王市
でのこども御輿・お化け屋敷の運営、近隣の小学生と商店街をと
を繋ぐまちなか体感・職業体験イベント「未来ぽ～ろ」など学生
目線で感じた、まちに元気を与える取り組みを実施した。その
他、セントラム初の車内装飾やまちなかピクニックの実施など、
毎週水曜日の街なかメイクアップサポーター定例会議を通じて、
中心市街地の賑わい創出をテーマに意見交換を行った。 

まちなかおえかきプロジェクト２０１３ 

 富山市が整備した「地場もん屋総本店」の運営を平成22年10月より受託している。 
 オープン３周年を迎える平成25年10月には、３周年感謝祭では、1,700名をこえるお客さ
まに来店いただいた。 
 新鮮・安全な商品について多くのお客様からご好評をいただいており、オープンからの
約3年5カ月の平成26年3月には来店お客さまが80万人を達成した。 
 今後も富山市産の農林水産物の情報発信と販売を通じて、街なかの活性化に努める。 

地場もん屋総本店前景 
来店８０万人目のお客様に記念品贈呈（平成26年3月17日） 

   富山まちなか研究室 外観 

○富山まちなか研究室ＭＡＧ.netの運営 
 まちなか研究室は、まちなかで活動を展開する学生と商店街や
来街者などの大人とをつなぐ役割を果たしている。本年度は、
空き店舗や通りを利用し学生商店街体感企画として学生まちな
か学園祭「MAG.fes」を実施した。また、他県や他校生との交流
が生まれるなど、まちなかのコミュニティースペースとして定
着してきた。商店街との連携としては、とやま「場のチカラ」
プロジェクトを行い、商店主を巡るスタンプラリーを行った。 
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２．まちなかポイントサービス事業の実施

３．エコリンク事業の実施

４．街なか感謝デー企画「まちなか電車サービスデー」の実施

 今年度のチャージポイントは1,817,200ポイントとなり、前年同期よりも477,580ポイント増
加となった。 
 今年度は、4月にポイントチャージ機を「樹の子」から「富山駅特選館」へ移設した。これ
により 富山駅利用者の利便性が高まったことやＰＲ活動による認知度が高まったことが影響
したと考えられる。 
 また新しいポスターを作成し、3月にはリーフレット改訂もおこなった。 
 今後も更なる利用者拡大に向けて、サービスのＰＲに努めていく。 
  

まちなかポイントＰＲポスター 

 冬場のまちなかの賑わい創出を目的に、１２月中旬から1月中旬まで約１ヶ月間、グラン
ドプラザに環境にやさしい樹脂製のスケートリンク（エネルギーフリー）を設置し実施。運
営は、日頃から中心市街地の活性化にご尽力いただいている企業や商業者などと連携してお
こなった。今年度は富山市の「孫とおでかけ事業」と連携した成果もあり来場者数も17,252
人と昨年度から2,788人増加した。 
 また、学生来場者が例年以上に多く、子供の頃に家族で来た世代が学生になり友人と再び
滑りに来たとも推測でき、6年目を迎え冬の風物詩として定着してきている。 
昨年同様に来場者への様々なサービスの提供や、土日祝日はステージ部分を協賛企業にご活
用いただくこともおこなった。 
 
 
１．実施期間：平成25年12月14日（土）～ 
                平成26年1月13日（月・祝）31日間  
２．実施場所：総曲輪グランドプラザ内（リンク面積約300㎡）       
３．実施内容：グランドプラザに樹脂リンクを設置しスケートを楽しむ。  
４．滑走料金：大人500円・学生300円・小学生以下100円※貸靴込 
５．来場者数：17,252人 

スケート風景 

ポイントチャージ機 

 本年度は、駐車場無料開放型の街なか感謝デーを一時休止し、公
共交通機関（市内電車・セントラム）の利用促進を目的とした「ま
ちなか電車サービスデー」を１０月１２日、１３日２日間実施し
た。JR富山駅前商業エリアと中心商店街エリアの商業圏を公共交通
でつなぐライフスタイルの提案の意味もあり、多くの方に公共交通
を利用して買い物を行っていただいた。 
 
１．実施期間：平成25年10月12日（土）～13日（日） 
２．実施内容：2,000円以上の買い物を駅前商エリアおよび中心商店
街エリアで行っていただいた方に対して500円分の乗車券を進呈し
た。 
３．配布枚数：2,435枚（243,500円相当） 

チケット交換所（グランドプラザ） 
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１．街なか感謝デー（駐車場無料化）事業効果等検証業務の実施

２．公共交通街なか感謝デー（市内電車無料化）事業効果等検証業務の実施

１．街なか情報発信事業の実施

２．連携型まちなか情報発信事業「なかもん」の運営

Ⅳ．イベント実施への支援

Ⅴ．情報発信

   「富山まちなか情報ハブステーション～なかもん～」と称し、富山市の中心市街地のイベント情報
を集約したデータベースを構築し、様々なメディアと連携して情報を発信するもの。これまで、中心市
街地の全てのイベント情報を網羅した情報源が存在せず、各イベント主催者等が個々に情報発信を
行っていたため、この情報の一元化を図り、効果的に発信することで、市民の来街の促進と中心市
街地の回遊性の向上を目的として、24年９月から運用を開始している。なかもんweb、facebook、かわ
ら版（週末のイベント情報から6件ピックアップし紙媒体で掲示）、デジタルサイネージなど様々な媒
体で情報を発信を行っている。本年9月には、これまでで最高のアクセス数となり、なかもんの認知度
が上がってきたと考えられる。冬季はイベント開催の減少に伴い、なかもんのアクセス数も減少した
が、昨年度の同時期と比べると増加しており、今後も周知していきたい。 

富山まちなか情報ハブステーション 

～なかもん～ 

 ７月に「とやま ランチ TIME Vol.3」を発行
し、観光客やコンベンション参加者などへのおも
てなしの向上と、昼食時間帯の中心商店街、富山
駅周辺の活性化及び賑わい創出を図っている。ま
た、「シティー・ウォーカーVol.14」を発行
（60,000部）し、市内ホテル、文化施設、コンベ
ンション施設、駅などに配置した。県外からの観
光客のまちあるきガイドマップとして大変好評を
いただいている。 

とやま ランチ TIME Vol.3 

 本年度は、駐車場無料開放型の街なか感謝デーを一時休止することで、中心市街地の賑わい
創出、商店街各店舗の売り上げ、来街者の満足度などの観点から、駐車場の無料開放を行うこ
と自体の事業効果を検証を行っている。検証手法としては、満１８歳以上の富山市民から無作
為に２，０００名を抽出し対象とした市民アンケート（８月実施）、中心商店街の商業者向け
アンケート（１１月実施予定）、駐車場利用者へのアンケート（１２月実施予定）の３度のア
ンケートを実施し、結果を集計、分析することで行った。 

 将来的に公共交通（市内電車など）の無料化を主旨とした街なか感謝デーの開催を見据え、
その事業効果予測を行う。検証手法は公共交通を利用して来街した市民１，２００名を対象に
アンケート（１０月実施）を実施し、結果を集計、分析することで行った。 
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３．配布枚数：2,435枚（243,500円相当） 
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３．富山まちあるきICTコンシェルジュ事業への参加

１．中心市街地活性化協議会の事務局運営

２．中心商店街活性化研究会の事務局運営

Ⅵ．中心市街地活性化組織への支援

1．協議会の開催 
   ・日時   平成２５年７月１日（月） 
   ・内容   平成２４年度事業報告、及び収支決算報告 
       平成２５年度事業計画（案）、及び収支予算（案）   

 中心商店街では、共同イベント（サマーナイトクリスマス事業・とやま山王市）などを通

じてまちなかの活性化を図るため、自主的に協働して事業を展開する中心商店街活性化  研

究会を設置しており、その事務局として支援を行った。 
  
１．とやま山王市2013（第11回） 
   (1)日時：5月31日（金）～6月1日（土） 
   (2)場所：平和通り、グランドプラザ 
   (3)内容：6月1日は平和通りを歩行者天国にし、山王祭りに訪れた来街者に「街の魅  
      力」と「富山の食」をＰＲした。 
        

２．サマーナイトＸ’mas 24th 
  (1)日時：８月１日（木） 
  (2)場所：平和通り（西町交差点～一番町交差点） 
  (3)内容：平和通りを歩行者天国にし、花火の見える特等席の設置、ビアガーデ 
      ン、こだわりの屋台、ライブステージ等により街の魅力のＰＲと夏の 
      夜の楽しみに貢献した。 
      （総曲輪通り商盛会、中央通り商栄会、西町商店街振興組合共催） 

 
   

 中心市街地活性化協議会を開催し、各テーマに沿った専門部会で、それぞれが所轄する事業を

重点的に協議し、その事務局を運営した。 

  

 富山市が提案団体として総務省へ公募申請し、採択
された平成25年度ICT街づくり推進事業（通称：富山ま
ちあるきICTコンシェルジュ事業）へ参加した。総務省と
の直接受託事業者として、株式会社インテック等があり、
まちづくりとやまはインテックの再委託事業者として、コ
ンテンツ配信業務や、イベント企画業務等を行った。こ
の事業によって、富山市中心市街地各所、および市内
電車内にデジタルサイネージが複数台設置され、中心
市街地の情報を発信するスマートフォン専用アプリが開
発され、また総曲輪を中心にストリートWi-Fiが整備され
た。まちづくりとやまからはこれらのハードに対して、情
報の発信を行うことで、連携型まちなか情報発信事業の
業容拡大と補強ができた。 

２．講演会 
   ・日時   平成２６年２月３日（月） 
   ・内容   大分市中心市街地の取り組み事例 
  ・講師  ㈱大分まちなか倶楽部 

富山まちあるきICTコンシェルジュ事業PRブース 
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３．「学生まちづくりコンペティション２０１３」の事務局運営

４．「環状線沿線夜間景観ライトアップ事業」の事務局運営

１．総曲輪ファッションビル（ウィズビル）の管理・運営

２．アドバイザーの設置

Ⅶ．その他

 富山市から、総曲輪ファッションビルの建物管理業務を受託し、９月台風接近時の1階店
舗浸水対応、雨水排水管高圧洗浄、3階事務所北側結露対策工事、および外壁の落書き消去
等、年間を通じてビルの総合管理を実施した。 
 

 
   

 中心市街地を盛り上げる学生企画を募集し、公開プレゼンを経
て優秀な企画には補助金を交付し実施する事業。今年度は、19
チームから応募があり、「商品企画部門」で3事業、「まちなか演
出部門」で8事業が入選し、その企画が実施された。学生同士の横
のつながりも強化され、50団体が参加するまちなか学園祭
「MAG.fes」も開催され、2,000人が参加した。また、最終報告会
では、入選の有無にかかわらず14チームが参加し、実施された事
業が発表された。 
 
募集期間：4月16日～5月31日 
審 査 会：7月14日 富山国際会議場にて開催 
（商品企画部門入選3チーム、 
  まちなか演出部門入選6チーム・審査員特別賞2チーム） 
実施期間：7月15日～11月24日 

公開ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝでの発表の様子 

 富山市の公共交通のシンボルであるセントラム沿線において、市
民、民間企業等が主体となり、ライトアップによる夜間景観の演出をし
た。 
具体的には、民間企業ビルのライトアップ、富山城へのプロジェクショ
ンライティング、飲食イベントの開催、光のオブジェの設置等により、
街なかの秋の夜を温かく彩った。 
 実施にあたっては、産学官民により構成される「環状線沿線夜間景
観ライトアップ実行委員会」を設立し、当社はその事務局として事業
運営を支援した。 
 
日時：平成25年10月12日（土）、13日（日） 日没～22時頃 

イベント当日の様子 

 平成26年1月、富山市出身の北村森（きたむらもり）氏に当社のアドバイザー役として就任して頂
く。 
経歴は、慶応義塾大学卒業後「日経トレンディ」発行人兼編集長を経て独立。 
原稿執筆、テレビ、ラジオ番組に出演し活躍中の方である。 
㈱まちづくりとやま会議室にて2回の意見交換を行った。 
  
 第1回 平成26年1月7日（火）   
     議題「変革期において、まちづくりとやまが考えるべき事項」 
 第2回 平成26年3月27日（木）  
     議題「中心商店街に新鮮市場を作れないか」 
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